
令和８年度実践研究事業について（案） 
 

１ 実践研究事業の目的 

・宇治市に合った地域クラブ活動の効果的な運営モデルを模索し、地域で持続可能な運営方法の確立、

長期的な取組につなげる。 

・実践研究事業を通して、地域クラブ活動の効果や課題を検証する。 

・保護者、地域、教職員等に対して地域展開の意義等への理解を深める。 

 

 

 

 

 

２ 運営体制・役割 

検討委員会事務局が運営団体となり地域クラブを設置し、指導員を配置する 
 

３ 令和８年度実践研究事業の概要 

＜実践研究事業①＞ 

検証項目 

・文化系部活動の運営モデルについて 

・教職員の兼職兼業モデルの構築について 

・教職員の兼職兼業の効果・課題等について 

・地域クラブ活動で必要な用具の移動等について 

・平日の部活動と休日の地域クラブ活動の連携について 

運営主体 宇治市部活動地域移行検討委員会事務局 

活動種目 文化系部活動 

対象校 単独校もしくは複数校 

指導者 地域人材・兼職兼業の教職員 

活動場所 該当中学校、市内施設 

移動手段 徒歩、公共交通機関、自転車、保護者送迎 

参加活動費 無料 

保険料 
スポーツ安全保険 ※市費で負担。 
（生徒保険料：800円／人、指導者保険料：1,850円／人） 

 

＜実践研究事業②＞ 

検証項目 

 ・部活動数の見直しが必要な複数校における地域クラブ活動の効果・課題等について 

 ・教職員の兼職兼業モデルの構築について 

・教職員の兼職兼業の効果・課題等について 

 ・平日の部活動と休日の地域クラブ活動の連携について 

運営主体 宇治市部活動地域移行検討委員会事務局 

活動種目 チームスポーツ 

対象校 部活動数の見直しが必要な複数校 

指導者 地域人材・兼職兼業の教職員 

活動場所 該当中学校、市内施設 

移動手段 徒歩、公共交通機関、自転車、保護者送迎 

参加活動費 無料 

保険料 
スポーツ安全保険 ※市費で負担。 
（生徒保険料：800円／人、指導者保険料：1,850円／人） 

 

・文化系部活動の運営モデルの検証 

・地域クラブ活動における教職員の兼職兼業モデルの構築 

・部活動数の見直しが必要な複数校を対象とした地域クラブ活動の運営モデルの検証 

令和８年度の実践研究事業の検証事項 

資料④ 


